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1.属格構造の定義 1・    11 ‐r  ■  ‐         _
まず最初に「属格構造」の定義を与える。属格構造は、一般的には所有を表

すと言われるが、表され得る意味関係は、無制限と言つて過言ではないほど多

種多様であるししかしこの意味関係の多様性は、属格構造自体に由来するので

はなく、属格構造に用いられる二つ名詞の意味に由来するものである:そこで

属格構造に用いられ得‐る二つの名詞の意味を―捨象した、属格構造自体の定義を

考えなければならない
` 1 

‐  ■    .   ■ |_ 1 _■
この問題に対し、・本稿では認知論的立場を取る。まず t.名 詞によつて表され

得る概念を総称して、:生物/無生物、_具象的/抽象的を問わず、モノ
"と

呼ぶ6

-つの名詞自体が指し得るモノの可能性は無数であるも
‐
そこで話し手は、その

名詞がどのモノを指すか、或いはどんなモノを指すのか、的を帳定しなくては

ならない:その手段め‐らとして、的‐
CSあ るモノに何らかめ形で関わりのある

他のモノ1と言及することにより1.それを道じるバとして、的のモタを特定する
という方法があるのよIJljえばtl島心‐1本

1・

・ど

'ヽ

う名詢にらいそ:どめ 心ヽなめ
かを聞き手に明確にするために、D憂にd■いう男Jのモンに言及し―(■ヵ D憂,ad、

つまり「ダヴィニズ」に何らかめ関係ああ
―
る「未it言いがえれば「ダウィこズ

の研有の)本」と言うことになる。■■  ■■   ■|
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道じるべとなる名詞は、あくまで道じるべであり、それ自体は注意の焦点で

はない。そこで二つの名詞間には主・従の関係が生じる。従属する名詞は、主

の名詞に従属していることを何らかの形で標示しなければならない。この従属

関係を表す言語形式を「属格構造」と呼ぶ。1属格構造を含む名詞句の申で、従

の名詞を「属格名詞」、主の名詞を「主要語」'と 呼ぶち          ‐

.::i    lln   Dafyda‐ ■ 1:|       ‐
「本」  「ダヴィーズ (の )」

主要語  属格名詞  ‐   _|■ ,「 |■ ■

あるモノに言及し、それを道じるべとして他のモノを限定するとル`う作業は、■

極めて日常的に行われる認知作業であり、それを表すための安定した文法形式

が必要である。従つて言語には、何らかの形で、文法形式のすつとして属格構

造がある。印欧祖語では全ての名詞が格によつて屈折変化し、格変化系列の=
つとして属格形があつた。安定 した屈折変化体系があつたからこそt属格変イピ

=
語尾による属格構造も、文法形式として安定していたのであるもその後てヽi多く

の印欧諸語で名詞は格変化語尾を失い、語順、前置詞構造等の別の手段で名詞 |

間の従属関係を表さざるを得な―くなったも印欧祖語では、格変化語尾が名詞の 1

従属関係を表したために語順は比較的自由であらたが、言語によって、■属格名‐

詞が主要語の前 (ま たは後ろ)に来ることが多い、・というたような傾向はあ,ホ

た。しかしこれはあぐまで傾向であうて、1文法の二部どして固定ti安定した|も |

のであったかどうかは分からない。格変化語尾が衰退しご語順だけが従属関係:|

を表示する構造となると、語順は固定化・安定化し、単なる「傾向」:か ら文法

形式の一つへと変化する (「文法化する」gramhadcalisё )。'前置詞は印欧祖語
'|

でも用いられていたがヾ́前置詞は、①脅 dめ -6‐ CAberta■∂「(アベルタウエ)|
から来た (ダヴィーズ)」 と―いつたように名詞間の従属関係の種類 (この例では 1

「出身」)を特定し、それを明確に表す場合に用いられていたもそれに対|しo属 ‐

格語尾は従属のみを示し、従属関係の種類については何も述べない。1従って前
:

置詞構造は属格語尾よりも使用範囲が狭いも|しかしく属格語尾が衰退する、と,
名詞と名詞を繋ぐ前置詞の本来の意味が徐々に薄れ、1前置詞が、■般的な従属

関係を表す文法形式として安定する (フ ランス語の det英語のは ドイツ語の■

v叫 等は元々「～から」‐を表す前置詞)。 ただヽしo多くの印欧諸語では格変化語|

尾が完全に消失:したiと いうことはなく、例えばカムライグ語では代名詞だけは|

格変イビを保つてVヽるしまた英語のよtう に、格変化語尾(‐0と 、of tを用いた前置‐

詞構造の両方を持ち、それぞれ語順が固定化しているという場合も少なくないま
'21カムライグ語の属格構造

.:1概
観一‐‐1■ |‐   ‐  ・  : ‐ ‐「

カムライグ語では、上述‐した全ての種類の属格構造ミすなわち (1)格変化
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語尾、(2)1語順oそ して (3)前置詞構造が用いられている6(■ )について

は代名詞のみに限られる。 6世紀半ば頃にカムライグ語に発達する以前のブリ

テイ|シ シユ方言では名詞の格変化は定説になつており、その名残が現在のカム

ラーイグ語の地名に残されている(Penityrch i penl「 頭」:+tyraヽtwTch「猪」:の

属格紛。名詞の場合は (2)の語順にようて従属を表す。しかし然下に見ぅよ

うに、この語順による属格構造はこ●I決1定詞」セ〕しての機能も果たしているため

に、決定詞として機能しない属格構造として (‐ 3)の前置詞構造も発達した。

これら二つの属格構造を順に見ていぐ。 ■ |

2.11屈折変化 |(代名詞): ,11‐  _1_
カムライグ語の人称代名詞は、主語、目的語に用いら,れ o「:す般形」

.(Ot di,‐

eO/hilni,ch缶)i,nhOと は別に(名詞や動詞的名詞に従属する「属格形」(転 d丸

ei;einieich,eOを持つ:→ ,これら属格形は主要語の前に置かれる。.その際、名‐

詞の語頭子音は代名詞の人称t数に応じて緩音現象を起こす。つ1強調のために、

人称代名詞の■般形が主要語の後に置かれることもある。  .  ‐

取inhad O■「私の父」|:∈ltadl「父」|(鼻音化))―   ■ ■. 
■  ‐

dy gariad〈dib'「君の恋人」'〈くicari嵐

“

「恋人」|(軟音化))  ●‐‐| |.‐ 1

ei benl‐ KeO′・ 「彼の頭」‐|は ben f頭」■
・
(軟音化〉

・
λ `‐ .  ‐

1 1‐ ・■:‐

ei phぬ(0‐ :「彼女の頭」(ヽ pen「
=(帯

気音イD)ヽ ■  1 ・  |■・
‐
■

Yrtwガ 彙
"ittddiω

 「私は彼女を見る」
‐
← gweld「見る (こ と)」 ).

最後の、例文のlgwddは動詞的名詞でありti名 詞として機能する。文字通りには

「私は、彼女を見ることの中にある」を表すと考えてもよい。動詞的名詞は屈 :

折変化するとt‐ 名詞性を失つて動詞性と帯び、・代名詞は従属せずヾ独立した目|

的語となるもそれに応じて代名詞も属格形ではな―く■般形を用いる。  |
Fё

"eltお
hi:「私は彼女を見た」("elaisく gwdais(feの後は軟音化)く gweld

の直説法過去 11人称単数形).‐  ■ ‐ 1■■■ ‐ i  l● l  l, ‐

2■ 2語順 (名詞)● :■ ● 11■■■|■ ■■  ■1. :■ 、■■|‐ ||.

属格名詞が名詞の場合よ主要語の後に置かれる 1:(■5農 ,D“爆alFI■ |‐■|・

ここでご語順による属格構造:と
(I「決定罰JIという機能の関連にちいて言及t‐

なければならない:・カムライグ語ではこ多くの印欧諸語と同様141詞の定■不|

定を区男lして■定名詞はti普通名詞の場合、定冠詞α

“

ぼうや、2.■ で扱らた |

代名詞の属格形がその名詞の前に現れる。Dafydaの ょぅな固有名前の場合はti l

それ自体で定名詞となる |(yr Eidal'「 イタリア」
「のように定冠詞を伴う固有名■

詞もある)。 不定名詞の場合には形式的には何も標示しない。定冠詞や代名詞の

属格形のように、名詞の定・不定を特定する機能を持ち:語や句を総称して、決
定詞と呼ぶ

`カ
ムライグ語の決定詞は定の場合のみ有標である:■

‐

5・
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決定詞の働きは、モノの「例」を決める働き|をするものと考えてよい。 1で
も述べたように、名詞は使用する場面で様々なモノを指す可能性を帯びている。
単独で用いれば(例えばn,金 は(単にll■「本」という種を特定して他の種
(例えば「鉛筆」「かばん」)と識別しているに過‐ぎないも|それに対し決定詞を
伴らて用|、られた名詞は、そあ名詞が指し得る可能性ああるモノの例の中から
どれかを存走じ::藷t皐聞き手め注意をそこに

'|こ

1をあJllが話し単由ぎ手に
とつて既知のものか未知のものであるかが、定・不定のパラメタことなるも0

「私の本」の構造分析
決定詞 名詞

`

u
，

ｙ lln
野 賊

定名詞が別の名詞に対して属格名詞となうた場合ヽ名詞句全体は特定のもの

を指すようになる。代名詞の場合
'と

同じ

モノを特定する決定詞として機能してい

構造的位置は主要語の前でなく後ろにな

町壷DⅢFdd「グブイジズの
名詞、

ll"b Dttdd

本」の構造分析

助晨 y釣電「その男の本」の構造分析

名詞 決定詞

決定詞 . 名詞

lln y dyn

「その男の客親の本」の構造鏑 i

名詞 ■‐●決定詞句 |=:)■ 11
名詞 決定詞十■・

決定詞 名詞

聯 tad y dyn

構造分析

:    1 1‐  | ‐

It  `

定名詞の属格名詞の決定詞Lしてあ:の働きは反復性があり、I名前■ω 属格名
詞]から成:る名成:る名詞句が更に属格名詞となって他の名詞に従属すると、その名詞句
は決定詞として機能する。更にその名詞句全体が属格名詞となうても同じであ
るも

晴 tad‐y dyn

に、代名詞そのも'の が定名詞で

とらで既知のモノを指す)ti主要

6‐
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2.2.■  形容詞的な属格名詞

[主要語+属格名詞1か ら成る名詞句は、二つの名詞を持ち、従って二つの千

ノに言及 しているのだが、それに対 して、属格名詞が 「モィを増すJと い う名

詞的性質を失い、主要語に対し形容詞のような働きをする場合がある。例ネ|ず、

caanlT frは泣au「肘掛椅子」taaair「椅子」(freichlau、 bF●Chiau(語頭子章

の軟音イゆ≦bFかぬ「腕」の複黎形)と言つた表ヨの中で、属格名1詞 ■9ichi響 は、
1

主要語caaι由が:ど の|「例」を指しているのかを特定しているのではなくくどん

な唾酵動のcad益 なのかを特定し、例えばcidair『 On「丸イス」ttadair faban
「赤ちやん用のイス11な どと区lllしている.6この蔵落名詞は形蓉詢的な働ぎを

している.あ でく主要語が女性単数名詞め場合、属格名詞め語頭子音に軟音化す

る。更に、この場答あ属格名詞|ま決走詞どしては機能しないので●名詞句全体

が特定のモノを指す場合には、名詞句全体の先頭に定冠詞を置く
`こ

の構造は、:

形容詞等の修飾語を伴った名詞に定冠詞が付く場合と同じである(例 :y gaoair

gOch「その赤いイス」:gochくoch「赤い」)。       1●     :
ca■'lT急山hau;ノ gaA・ 1■ 螢eidhiau,y gaЯ■1■ 詢直の構造分析  ■ ‐

′■■■:

7.

[lllⅢl名 詞 [シ nhad J名 日1名 口句

[[cadailr frttaul名 都名目句

2.3前置詞構造

定名詞が主要語に後続する形の属格構造では●属格名詞は決定詞どして機能

し、名詞句全体は特定のモノを指す。従.う

`t名

詞句全体‐を不定loす.う必要の

ある場合には、語順による属格構造は使えないこ々 になるょ例えば英語でHe is

であるかのようなニュアンスを与えるのに対 し、後者では、「私」が持つている1

Y mae ef yn Syfailf imi
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(Maillく cyfain「 友」:imiは前置詞 i「～にとって」のす人称単数形)|
これに対 して英語の He is my ttiendの ように名詞叙述文でモノを特定する場

合には、ynを伴わない特殊な叙述文 Cfywサ nghyfain/Fy nghメ』lyw d
等)を用いるようであるがヾ0こ の点については更なる研究が必要である。

この前置詞構造は、全体に対する部分を表す場合には必ず用いられる:UnO'r
dyniOn(「彼 は)その男たちの (中 の)一人」)。 ここで前置詞構造が用いられる
のはt名詞句全体が不定であるためだけではなく、、全体に対する蔀分という概
念に、「 (全体)から (取うた部分)」・という起点の意味があり、1前置詞 `o'そ .

のものが起点
―
の関係を表すからでもある。従らて、全体に対する、ぁる特定の

部分を表す場合でも、1前軍詞蒔造が用いられる.:Yriun o'r dynion(「 その男た
ちの中のその‐人1)。 この前置詞6は、■■方ではこのように部分性とぃう (比

較的):抽象的な関係を表しながら、他方ではDafydd O Abertaweの ように起点
「～から (来た)」 という具体的関係を表している。文法形式として属格構造!と i,

そうでないものとは必ずしも明確に区別出来るものではないことを示している。
注 D記念講演では「カムライ.グ語の属格」という題であったが、発表後、吉岡治朗先生

よりヾ 「属格構造」の方が話しの内容に適してぃるのではないかというご指摘を受け、:その

ように変更した。.こ こに吉岡先生にご指摘を感謝する。            l  li■ ,

"LangackeL R.W(198つ
。乃囲ぬni1922θ 〆 3o頭饉r.ぬ錮辺

“

vOl.1,Stanford: :|

StanfOrd Univ6rsiサ PreSs,p.189土 の lthinピ についての章を参照6 1 1:: |(■
9Langabke=R.Wi0991)J♭22ルはon,〆α夢″ガ

"ara""翡
vOl.2,Stanfora Stanford

University Presζ ,:§ 43.2:1の |`ReferencetPoint Modor iを参照6.    (
4)ThOrne Chorne,DoA。 (1999.И a22ψ

“
ムθコJ″ 〃養通物 力4 10xfOrd:Blabkwё I,1

p.150の分類 で は、Indёpendent Pronounai⇒ёOぬdent'PrOnOunsと な って い る。 11 1‐
0人称=数にようてどの緩音現象が生じるかについては水谷宏 (199D『毎日ウ手■ルズ

語を話そう』東京 :大学書林、第27課を参照:

0「例」「種類」 といった概念は LangackeL R:w(1991)良 L“魏ねお ″ の

"ガ
″

ar,ヵ■″ ,01,2,Stanfoid:Stanford University PreSS,§ 2.alの1■

"0江
五stanbblを参照。

つMOrris‐」Ones,J。 (1931).腕 ルη欣″ f ttF I“嘘山ねみを競 Car耐 熱 、rもity Of

Wales Pressi ppi20‐ 21・  ● :‐     ‐     | ‐  :  | .    ,ll.11■ :「
「  二■11■ 11(: :

O Ci YrAr」 wydd yw取 iigail eJm23:1)争 ug■1ヽ =bugail,「羊飼い」が鼻音イゆ 卜1988

年版聖書 (Cyndeithas y Beibl出 腕 。
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